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ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

し
た
。
王
は
四
十
六
歳
、
王
妃
は
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

と
の
結
婚
解
消
の
特
許
を
ロ
ー
マ
教
王
か
ら
得
て
い
た
。

と
思
う
。

F
r
ミ
2ce)

ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ

一
六

0
0年
か
ら
一
六
＿

l-0年
に
至
る
時
代
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
風
鏃

ラ
ン
プ
イ
＝
侯
夫
人
が
自
宅
に
サ
ロ
ン
を
開
い
て
、
選
ば
れ
た
客
人
た
ち
と
高
雅
な
、
浩
練
な
社
交
界
を
つ
く
る
に
至
っ
た
の
は
、
当
時
の

フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
蔀
倫
と
粗
暴
と
に
嫌
悪
を
感
じ
た
の
が
、
も
っ
と
も
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。
私
は
ま
ず
レ
デ
レ
ー
ル
の
『
フ
ラ
ン
ス
に
於

げ
る
社
交
界
』

(Pierre-
Louis, 
c
o
m
t
e
 d
e
 R
c
e
d
e
r
e
r
:
 
M
e
m
o
i
r
e
 .
P
o
u
r
 
s
e
r
v
i
r
 
a
 l、H,istoire 
d
e
 
l
a
 
S
o
c
i
e
t
、
P
o
i
芯

e
n

に
よ
っ
て
、

一
五
九
四
年
、
バ

lJ
と
ル
ア
ン
の
両
都
市
が
ア
ン
リ
四
批
に
恭
順
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聯
盟

(la
L
i
g
u
e
)
が
消
滅
し
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
は

平
租
を
回
復
し
た
。

ラ
ン
ブ
イ
＝
侯
夫
人
が
結
婚
し
た
一
六

0
0年
か
ら
ニ
・
三
十
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
風
儀
を
一
瞥
し
て
お
こ
う

一
五
九
九
年
、
ア
ン
リ
四
冊
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
・
ヴ
ァ
ロ
ワ
っ
{
a
r
唇
erite
d
e
 Valois) 

そ
の
翌
年
、
王
は
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス

ア
ン
リ
四
批
は
再
婚
し
て
も
浮
気
を
や
め
な
か
っ
た
。
愛
妾
た
ち
は
依
然
と
し
て
寵
を
う
け
て
い
た
。
ヴ
ェ
ル
ヌ
イ
ュ
侯
夫
人
(la
m
a
r
q
u
i
s
e
 

ラ

ン

ブ

イ

ン

進

藤

四
(
M
a
r
i
e
 d
e
 M
e
d
i
c
i
s
)
 

誠

と
再
婚

（
ア
ン
リ
三
世
の
妹
）
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子
（
の
ち
の
ル
イ
十
三
世
）

d
e
 Verneuil)
は
特
に
お
気
に
い
り
で
あ
っ
た
。
王
妃
を
と
り
ま
く
イ
ク
リ
ア
人
た
ち
は
王
の
不
行
跡
を
探
知
し
て
妃
の
嫉
妬
心
を
あ
ふ
り

た
て
た
。
か
の
女
は
嫉
妬
で
王
を
責
め
た
て
た
。
か
の
女
と
し
て
は
夫
が
浮
気
を
す
る
以
上
、
嫉
妬
す
る
の
は
当
然
だ
と
し
た
。
王
の
ほ
う
で

•
J
"
'、

ナ
カ

ラ
ン
プ
イ
ニ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

(Concini)
夫
妻
の
放
埒
、
不
遜
、

王
は
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ド
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ

(Charlotte
d
e
 M
o
n
t
m
o
r
e
n
c
y
)
 
bd.:kし
無
体
の
恋
を
爆
発
さ
せ
た
。

か
の
女
は
王
が
下
心
が
あ
っ
て
甥
の

n

ン
デ
公
（
王
の
実
子
だ
と
の
噂
が
あ
っ
た
）
に
め
あ
は
せ
て
お
い
た
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
家
の
姫
君
で
あ
っ

n
ン
デ
公
は
王
の
恋
心
を
察
し
て
、
美
し
い
妻
を
つ
れ
て
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
逃
亡
し
た
。
王
は
激
怒
し
て
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
宮
廷
に

n
ン

デ
公
夫
人
の
引
渡
し
を
要
求
し
、
あ
は
や
戦
争
沙
汰
に
も
及
び
か
ね
ぬ
情
勢
と
な
っ
た
。
こ
の
ス
キ
ャ
ン
グ
ル
は
宮
廷
と
。
＾
リ
市
で
大
き
な
話

王
妃
は
嫉
妬
し
た
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
王
は
前
に
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ド
・
ヴ
ァ
ロ
ア
を
離
婚
し
て
か
の
女
と
結
婚
し
た
や
う
に
、
今
度

は
か
の
女
を
離
婚
し
て
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
•
F

・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
と
結
婚
す
る
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。
王
妃
は
か
の
女
と
、
か
の
女
の
生
ん
だ
王

の
連
命
を
気
づ
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
キ
ャ
ン
グ
ル
の
最
中
に
ア
ン
リ
四
世
は
暗
殺
さ
れ
た
(
-
六
一

0
年
）
。
王
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
に
対
す
る
無
体
の
執
心
と
コ
ン
デ
公

に
対
す
る
迫
害
と
、
か
の
女
を
保
護
し
た
プ
J

ュ
ッ
セ
ル
大
公
に
対
す
る
脅
迫
と
が
、
い
っ
た
ん
鎮
圧
さ
れ
て
い
た
リ
ー
グ
精
神
を
再
燃
さ
せ
、

狂
信
者
ラ
ヴ
ァ
イ
ヤ
ッ
ク
臼
availlac)
に
剣
を
と
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
y
1
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
要
政
時
代
は
動
乱
と
醜
聞
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
か
の
女
の
よ
う
に
聰
明
さ
も
威
厳
も
も
た
ぬ
擬
政
の

下
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
る
の
で
あ
っ
た
。
か
の
女
の
寵
臣
、
イ
タ
リ
ア
人
の
コ
ン
チ
ー
―
―

題
と
な
り
、
王
妃
の
怒
り
に
油
を
注
い
だ
。

一
六

0
九
年
、

ほ
妃
が
嫉
妬
す
る
か
ら
浮
気
を
す
る
の
だ
と
し
た
。

四
四
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者
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

れ
ら
は
モ
ン
ト
ー
ベ
ン

は
独
断
で
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
を
解
放
し
た
。

四
五

一
六
二

0
年
に
は
、
王
は
十
九
歳
、
王
妃
は
十
八
歳
で
あ
っ

王
室
の
分
裂
に
乗
じ
て
新
教
徒
の
希
望
が
よ
み
が
え
っ
た
。

リ
ュ
ソ
ン
の
司
教
ア
ル
マ
ジ

か

(Galiga'i) 
は
断
首
さ
れ
、
焼
か
れ
た
。

寵
愛
し
て
元
帥
に
任
じ
て
い
た
が

か
ら
王
を
育
て
て
そ
の
寵
臣
と
な
っ
た
リ
ュ
イ
ー
ヌ

(
A
n
n
e
 d
、A
u
t
r
i
c
h
e
)
と
結
婚
し
た
。
幼
時

叛
乱
の
口
実
と
な
っ
た
。

四
歳
）

コ
ン
デ
、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
、

マ
イ
＝
ー
ヌ
、

一
六
一
四
年
に
召
集
さ
れ
た
国
会

(
E
t
a
t
s
,
 
g
e
n
e
r
a
u
x
)
も
収
穫
な
し
に
終
つ
た
。

ほ
暗
殺
さ
れ
、
そ
の
妻
ガ
リ
ガ
イ

(
M
o
n
t
a
u
b
a
n
)
 

は
熱
病
の
た
め
急
死
し
た
。

(
L
u
y
n
e
s
)
 

ァ
イ
エ
ッ
ト
嬢

(
m
a
d
e
m
o
i
s
e
l
l
e
d
a
 L
a
 F
a
y
e
t
t
e
)
 

ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

か
れ
ら
の
無
能
な
政
治
が
、

ロ
ン
グ
ヴ
ィ
ル
、
ギ
ー
ズ
、
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
、
ブ
イ
ヨ
ン
等
の
大
貴
族
の

一
六
二
立
年
に
、
成
年
(
+

に
逹
し
た
ル
イ
十
一
二
世
は
、
十
三
歳
の
イ
ス
パ
ニ
ア
の
王
女
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
シ
ュ

は
王
を
助
け
て
、
母
后
の
勢
力
を
排
除
し
た
。
か
の
女
は
コ
ン
チ
ー
＝
一
を

(le 
r
o
a
r
e
c
h
a
l
 
d
'
A
n
c
r
e
)
、
王
は
母
后
の
こ
の
放
埒
を
譴
責
し
て
プ
ロ
ワ
に
幽
閉
し
た
。

コ
ン
チ
ー
ニ

ヽ

リ
ュ
イ
ー
ヌ
が
ア
ン
ク
ル
元
帥
に
と
つ
て
代
っ
た
が
、
か
れ
も
ま
た
不
人
気
で
あ
っ
た
。
一
六
一
九
年
＝
。
ヘ
ル
ノ
ン
公
(le
d
u
e
 d
'
E
p
e
r
n
o
n
)
 

母
と
子
と
は
公
然
と
戦
争
を
し
た
。

、

）

が

両

者

を

調

停

し

た

。

(
A
r
m
a
n
d
 Duplessis, e
v
e
q
u
e
 d
e
 L
m
;
o
n
 

に
拠
っ
た
が
、
王
軍
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
た
。
こ
の
攻
防
戦
の
最
中
に
、
一
六
―
―
―
年
リ
ュ
イ
ー
ヌ

ナ
ン
ト
の
勅
令
は
再
確
認
さ
れ
、
新
教
徒
の
首
領
ら
は
金
で
買
収
さ
れ
た
。
舟
后
は
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
（
ア
ル
マ
ン

・
デ
ュ
プ
レ
シ
）
を
登
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
っ
た
樅
力
を
と
り
か
え
そ
う
と
し
た
。

ル
イ
十
一
一
面
は
王
妃
ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
シ
ュ
に
愛
情
を
い
だ
か
な
か
っ
た
。

・
デ
ュ
プ
＞
シ

し
か
し
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は
や
が
て
か
の
女
の
迫
害
口

た
。
若
い
夫
妻
の
仲
は
は
な
は
だ
冷
や
か
で
あ
っ
た
。
王
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
ル
夫
人

(
m
a
d
a
m
e
d
e
 H
a
u
t
e
f
o
r
t
)
と
ラ
・
フ

と
に
か
な
り
烈
し
い
執
心
を
示
し
た
。
し
か
し
王
の
愛
情
は
い
つ
も
、
純
潔
な
プ
ラ
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カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ォ
ー
ヌ

ス
ト
ン
と
の
結
婚
を
不
可
能
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

モ
ン
パ
ン
シ
ェ

ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

(
C
a
t
h
e
r
i
n
e
 
d
e
 
V
i
v
o
n
n
e
)
 

ト
ニ
ヅ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

ア
ン
ヌ
王
妃
は
王
の
冷
や
か
な
態
度
に
当
然
不
洞
で
あ
っ
た
。
か
の
女
は
王
弟
ガ
ス
ト
ン

世
を
王
位
か
ら
退
け
、
ガ
ス
ト
ン
を
王
位
に
つ
け
、
か
れ
と
結
婚
す
る
約
束
を
し
て
い
た
と
の
疑
い
を
う
け
た
。
そ
れ
は
一
六
二
六
年
の
シ
ャ

レ
ー
公

(le
p
r
i
n
c
e
 .de 
C
h
a
l
a
i
s
)
 
の
訴
訟
事
件
に
関
し
て
で
あ
っ
た
。
王
は
王
妃
を
有
罪
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
し
、
そ
の
潔

白
を
信
ず
る
こ
と
も
で
き
な
が
っ
た
。
か
れ
は
王
妃
を
許
し
た
が
、
忘
れ
は
し
な
か
っ
た
。
か
れ
は
冷
淡
”
ら
憎
悉
え
、
そ
し
て
警
戒
え
移
つ

た
。
い
か
な
る
男
性
も
主
妃
の
居
所
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
ガ
ス
ト
ン
は
モ
ン
パ
ン
シ
ェ
家
の
一
粒
種
マ
リ
ー
・
ド
・
プ
ー
ル
ボ
ン
・

る

M
a
r
i
e
d
e
 B
o
u
r
b
o
n
、h安
)
n
t
p
e
n
s
i
e
r
)

と
結
婚
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
た
。

ア
ン
ヌ
・
ド
ー
ト
リ
シ
ュ
に
は
今
ひ
と
つ
の
情
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
英
国
王
の
寵
臣
で
、
駐
仏
大
使
で
あ
っ
た
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

公
に
対
す
る
か
の
女
の
愛
情
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
が
ガ
ス
ト
ン
と
の
問
題
と
ほ
と
ん
ど
時
を
お
な
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

王
妃
の
行
状
は
王
妃
と
し
て
許
さ
れ
る
ガ
ラ
ン
ト
リ
ー
の
城
を
越
え
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ラ

ン

プ

イ

エ

侯

夫

人

の

生

い

た

ち

V
i
v
o
n
n
e
 
*
 

m
a
r
q
u
i
s
 d
e
 Pisani) 

公
の
教
育
を
監
督
さ
迂
た
り
し
た
。
カ
ト
リ
ー
ヌ
の
砥
は
ジ
ュ
リ
ア
・
号
ヴ
ェ
ル
リ

(Julia S
a
v
e
l
l
i
)
)
 

、、、

と
し
し

(
J
e
a
n
 d
e
 

で
あ
る
。
ア
ン
リ
四
世
は
ピ
ザ
＝
一
侯
を
信
任
し
、
重
大
な
外
交
交
渉
に
あ
た
ら
せ
た
し
、
ま
た
コ
ン
デ

ロ
ー
マ
の
貴
婦
人
で
あ

の
父
は
ピ
ザ
ニ
侯
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ォ
ー
ヌ

そ
れ
は
王
妃
が
寡
婦
に
な
っ
た
場
合
に
も
ガ

(
G
a
s
t
o
n
 d
、O
r
l
e
a
n
s
)

と
共
謀
し
て
ル
イ
十

四
六
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っ
た
。
ク
ー
ザ
ン
に
よ
れ
ば
二
人
の
結
婚
は
一
五
八
七
年
十
一
月
八
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
ジ
ュ
リ
ア
の
苺
は
ク
ラ
リ
ス
・
ス
ト
ロ
ッ
チ

Strozzi) 
と
呼
び
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
顔
戚
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
ロ
ワ
家
の
最
後
の
三
人
の
王
は
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
デ
ィ

シ
ス
の
子
で
あ
る
か
ら
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ォ
ー
ヌ
は
ヴ
ァ
ロ
ワ
王
家
と
も
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
し
、
ま
た
ア
ン
リ
四

批
の
王
妃
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
と
も
姻
成
で
あ
っ
た
。

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ォ
ー
ヌ
は
そ
の
父
が
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
し
て
ロ
ー
マ
に
駐
在
し
て
い
た
と
き
に
生
れ
た
(
-
五
八
八
年
）
。
か
の

女
は
一
人
娘
で
兄
弟
は
無
い
。
か
の
女
は
一
六

0
0年
に
ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ェ
ー
ヌ

d
e
 R
a
m
b
o
u
i
l
l
e
t
)
と
結
婚
し
た
。
か
の
女
は
十
二
歳
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ク
ー
ザ
ン
(
V
i
c
t
o
r
C
o
u
s
i
n
:
 L
a
 S
o
c
i
e
t
e
 f
r
a
n
r
;
a
i
s
e
 

g
 
XVII• 

siecle 
d
1
a唸
r
e
s
L
e
 G
r
a
n
d
 C
y
r
u
s
 d
e
 
M
・
i
l
e
d
e
 

et 
P
r
e
c
i
e
u
s
e
s
)
は
実
際
十
一
一
歳
で
結
婚
し
た
と
書
い
て
い
る
が
、

カ
ト
リ
ー
ヌ
の
生
年
を
明
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
一
六

0
0年
と
い
う
年
は
、
ま
え
に
も
記
し
た
と
お
り
、

デ
ィ
シ
ス
と
再
婚
し
た
年
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
カ
ト
リ
ー
ヌ
は
一
六
六
五
年
に
歿
し
た
。

ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
の
一
族
は
ア
ン
リ
四
批
に
対
し
て
ゆ
る
ぎ
な
き
忠
賊
を
つ
く
し
た
家
柄
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
八
人
兄
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
一
人
と
し
て
リ
ー
グ

（
カ
ト
リ
ッ
ク
同
盟
）

ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

貴
族
昇
に
も
二
つ
と
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

か
の
女
は
一
五
八
四
年
頃
に
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。

四
七

レ
デ
レ
ー
ル
は
十
六
歳
で
結
婚
し
た
と
書
い
て
い
る
。

し
か
し
か
れ
は

S
c
u
d
e
r
y
)
や
リ
ヴ
ェ
(
C
h
a
r
l
e
s
,
 
L
o
u
i
s
 
L
i
 v
e
t
:
 

、．

p
m
e
6芯
u
x

ア
ン
リ
四
批
が
マ
リ
ー
・
ド
・
メ

レ
デ
レ
ー
ル
は
こ
の
と
ぎ
か
の
女
は
八
十
二
歳
で
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
か
ら
、

に
加
盟
し
た
も
の
は
無
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
固
い
信
義
を
守
っ
た
家
族
は
フ
ラ
ン
ス

(
C
h
a
r
l
e
s
 d
、A
n
g
e
n
n
e
s
,
m
a
r
q
u
i
s
 

(
C
l
a
r
i
c
e
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八
）
、
つ
い
で
ラ
・
マ
ル
シ
ュ

に
し
よ
う
。

ラ
ン
ブ
イ
ニ
邸
の
位
醤
は
現
在
の
バ
レ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
と
セ
ー
ヌ
河
と
の
中
間
で
、
今
日
で
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ

の
頴
サ
ン
・
ト
マ
・
デ
ュ
・
ル
ー
ヴ
ル
青

(rue
S
a
i
n
t
 ,
 

T
h
o
m
a
s
 ,
 

d
u
 ,
 

L
o
u
v
r
e
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
宵
路
に
而
し
て
い
た
。
こ
の
背
路
は
南

北
に
延
び
、
北
の
端
は
パ
レ
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
前
で
サ
ン
・
ト
ノ
レ
街
に
接
し
て
い
た
。
こ
の
髯
に
は
ラ
ン
プ
イ
ニ
邸
の
ほ
か
に
、

イ
ル
侯
邸
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ュ
ギ
ュ
ー
ド
侯
爵

(
m
a
r
q
u
i
s
d
e
 R
o
c
h
e
g
u
d
e
)
と
モ
ー
リ
ス
・
デ
ュ
モ
ラ
ン

内
記
』

(
G
u
i
d
e
唸、
d
t
i
q
u
e
a
i
rミ
0

ers 
le 
v
i
e
u
x
 P
a
r
i
s
)
に
よ
る
と
、
こ
の
邸
は
も
と
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
家
の
も
の
で
あ
り

と
称
し
て
い
た
が
、

ラ

ン

フ

イ

d
e
 Pisani) 
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

ラ
ン
ブ
イ
ニ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

工

邸

一
五
九

0
年
に
．
兄
ご
侯
の
も
の
に
な
っ
た
。

ラ
ン
ブ
イ
ニ
侯

(
M
a
u
r
i
c
e
 D
u
m
o
l
i
n
)
 
の
共
著
『
旧
バ
リ
案

ロ
ン
グ
ヴ

(vidarne d
e
 M
a
n
s
)
 

カ
ト
リ
ー
ヌ
は
前
記
の
よ
う
に
非
常
に
高
い
家
洒
に
生
れ
た
う
え
に
、
莫
大
な
財
産
を
父
ビ
ザ
一
一
侯
か
ら
継
承
し
て
い
た
。
（
ピ
ザ
―
―
侯
は

か
の
女
の
給
加
の
一
年
酋
に
歿
し
て
い
た
。
）
若
い
夫
妻
が
パ
リ
ー
で
住
ま
っ
た
邸
も
ピ
ザ
ニ
侯
に
属
し
て
い
た
も
の
で
、
ピ
ザ
ニ
一
邸

(l'Hotel

一
六

0
0年
来
ラ
ン
プ
イ
エ
邸

(l'H6tel
d
e
 R
a
m
b
o
u
i
l
l
e
t
)
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

シ
ャ
ル
ル
・
ダ
ン
ジ
ェ
ー
ヌ
は
結
婚
し
た
と
き
に
は
父
侯
爵
が
存
命
中
で
あ
っ
た
の
で
、
ヴ
ィ
ダ
ー
ム
・
ド
・
マ
ン

一
六
―
一
年
に
父
侯
爵
が
歿
し
た
の
で
、
ラ
ン
プ
イ
＝
侯
と
な
っ
た
。
正
確
に
言
え
ば
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
が
ラ
ン
プ
イ
ェ
侯

夫
人
と
呼
ば
れ
る
の
そ
の
時
か
ら
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
便
宜
上
結
婚
後
の
カ
ト
リ
ー
ヌ
を
ラ
ン
プ
イ
＝
侯
夫
人
と
呼
ぶ
こ
と

(
L
a
 M
.
a
r
c
h
e
)
家
に
移
り
（
―
-
―
-
九
九
）
、

（
一
三
七

四
八
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四
女
ジ
ュ
リ
ー
・
グ
ン
ジ
ェ
ー
ヌ

夫
人
が
こ
の
邸
に
居
を
か
ま
え
た
の
は
一
六

0
七
年
で
あ
り
、
か
の
女
の
設
計
に
よ
っ
て
こ
の
邸
に
大
改
造
を
施
し
た
の
が
一
六
一
八
年
と
な

つ
て
い
る
。
こ
の
邸
は
夫
人
の
、

(Montausier)
家
の
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
ク
リ
ュ
ソ
ル
・
デ
ュ
ゼ
ス

一
七
九
二
年
に
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル
劇
場
と
な
り
、

(Julie d
、A
n
g
e
n
n
e
s
)

四
九

の
結
婚
に
よ
っ
て
一
六
五
二
年
に
モ
ン
ト
ー

(Crussol ,d
、U
z窟
）
家
に
う
つ
り
、
オ
ル
レ
ア
ン
家
の
厩
舎

ラ
ン
プ
イ
ニ
侯
夫
人
は
イ
タ
リ
ア
育
ち
で
美
術
や
建
築
に
つ
い
て
深
い
趣
味
を
も
っ
て
い
た
。
か
の
女
自
身
絵
画
を
よ
く
し
た
と
言
わ
れ
る
。

か
の
女
は
古
い
ピ
ザ
―
―
邸
の
建
物
が
気
に
い
ら
ず
、
改
造
を
思
い
た
っ
た
。
当
時
の
建
築
家
の
多
く
は
イ
タ
リ
ア
出
身
者
で
あ
っ
た
が
、
か
の

女
の
気
に
い
る
よ
う
な
餃
計
を
考
案
し
て
く
れ
る
も
の
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
か
の
女
は
み
ず
か
ら
肢
計
図
を
ひ
き
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
古

い
建
物
を
壊
し
た
あ
と
に
新
ら
し
い
邸
宅
を
建
て
さ
せ
た
。
そ
の
時
期
は
前
記
『
旧
。
ハ
リ
案
内
記
』
で
は
一
六
一
八
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
ク

ー
ザ
ン
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
ク
ル
元
帥
の
時
代
、
す
な
わ
ち
一
六
一

0
年
か
ら
1

六
一
七
年
に
至
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
新
ら
し
い
建
築
は
当
時
と
し
て
非
常
に
目
新
ら
し
い
も
の
で
、
そ
の
後
多
く
の
追
随
者
を
出
し
た
。
従
来
の
邸
宅
建
築
で
は
階
段
を
中

央
に
設
け
、
そ
の
両
側
に
部
崖
を
配
置
す
る
の
が
例
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
あ
ま
り
大
き
く
な
い
区
切
り
の
室
が
多
く
で
ぎ
た
。

ラ
ン
ブ
イ
＝
侯
夫
人
の
設
計
で
は
階
段
を
一
方
の
端
に
懺
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
区
切
り
の
数
は
少
く
な
っ
た
が
、
広
く
な
り
、
幾
つ

か
の
部
屋
が
平
面
に
つ
ら
な
っ
て
い
た
の
で
、
多
数
の
客
を
迎
え
る
の
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。

（
キ
ャ
ビ
ネ
と
呼
ば
れ
た
）

と
な
り
、

ジ
ェ

ラ
ン
ブ
イ
＝
侯
夫
人
が
客
人
を
迎
え
た
サ
ロ
ン

は
一
階
に
あ
っ
た
3

}

」
の
部
屋
の
窓
は
床
か
ら
天
卦
ま
で
大
き
く
開
か
れ
て
庭
園
に
む
か
つ
て
い
た
。
そ
の
た
め

に
部
屋
は
非
常
に
あ
か
る
く
、
ま
た
通
気
も
よ
か
っ
た
。
こ
の
点
も
夫
人
の
設
計
の
あ
た
ら
し
さ
で
あ
っ
た
。
．
こ
の
キ
ャ
ビ
ネ
に
続
い
て
い
く

つ
か
の
客
間
が
あ
り
、
来
客
の
数
に
応
じ
て
開
か
れ
た
。
客
は
こ
れ
ら
の
部
房
を
通
つ
て
夫
人
の
サ
ロ
ン
に
逹
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ロ

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

一
八
一
―
―
六
年
ま
で
存
続
し
た
。
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ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る

Q

て
い
る
。

(Cl
含
m
i
r
e
)

ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

ン
は
金
の
ふ
ち
ど
り
を
し
た
青
色
の
ビ
ロ
ー
ド
の
壁
掛
け
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
有
名
な
「
青
い
部
屋
」
(
l
a
c
h
a
r
n
b
r
e
 b
l
e
u
e
)
 

の
部
屋
で
女
主
人
は
寝
台
に
坐
つ
て
来
客
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

ス
キ
ュ
デ
リ
嬢
(
m
a
d
e
m
o
i
s
e
l
l
e
d
e
 S
c
u
d
e
r
y
)
 

•
第
一
巻
に
、
ク
レ
オ
ミ
ー
ル

ほ
有
名
な
小
説
『
ル
・
グ
ラ
ン
・
シ
リ
ュ
ス
』
(
L
e
G
r
aき
d
C
y
r
u
s
)
 

の
名
で
ラ
ン
プ
ィ
＝
侯
夫
人
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
ス
キ
ュ
デ
リ
ー
嬢
は
早
く
か
ら
こ
の
サ

ロ
ン
の
常
客
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
降
盛
期
と
そ
の
凋
落
期
の
目
撃
者
で
あ
っ
た
。
か
の
女
は
ク
レ
オ
ミ
ー
ル
邸
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ

ク
レ
オ
ミ
ー
ル
は
自
分
の
設
計
で
邸
宅
を
造
ら
せ
た
が
、
こ
の
殷
計
は
世
界
で
も
っ
と
も
巧
み
な
も
の
の
一
っ
で
あ
る
。
か
の
女
は
さ
ま

で
広
く
な
い
土
地
に
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
邸
宅
を
つ
く
る
術
を
見
い
だ
し
た
の
だ
っ
た
。
秩
序
と
整
齊
と
適
正
と
が
ど
の
部
座
に
も
、
ど
の
家

具
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
す
べ
て
が
荘
麗
で
あ
り
、
独
特
で
あ
る
。

珍
ら
し
い
品
が
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
を
選
ん
だ
ひ
と
の
高
い
趣
味
を
示
す
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

で
あ
る
。
こ

の
第
七
部

ラ
ン
プ
も
他
家
の
も
の
と
は
異
つ
て
い
る
。
各
部
屋
に
は
数
々
の

か
の
女
の
邸
で
は
空
気
は

い
つ
で
も
芳
香
を
含
ん
で
い
る
。
種
々
の
み
ご
と
な
緬
に
花
が
盛
ら
れ
て
、

か
の
女
の
部
屋
は
い
つ
も
春
で
あ
る
。
そ
し
て
か
の
女
の
い
つ

も
居
る
場
所
は
ま
こ
と
に
快
適
で
、
喪
に
よ
く
考
案
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
は
そ
こ
で
か
の
女
の
そ
ば
に
い
る
と
、
ま
る
で
靡
術
に
か
け

立

0
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四
女
は
ジ
ュ
リ
ー
・
リ
ュ
シ
ー
・
ダ
ン
ジ
ェ
ー
ヌ

(Julie-Lucie 
d
'
A
n
g
e
n
n
2
s
)
 
で、

五 と
結
婚
し
、
ル
イ
十
四
性
の
王
太

一
六

0
七
年
に
生
れ
た
。

つ。
rtlingen)

、
、
、

し
1
>

ラ
ン
。
フ
ィ
エ
侯
夫
人
の
子
供
た
ち

レ
デ
レ
ー
ル
は
そ
の
著
『
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
社
1

父
界
』
の
中
で
、
「
ニ
ハ

0
0年
に
十
六
歳
で
結
婚
し
た
ラ
ン
プ
ィ
＝
侯
夫
人
は
、
一
六
一

0
年
に
は
七
人
の
子
の
母
で
あ
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ぱ
確
実
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ク
ー
ザ
ン
の

ほ
う
が
信
用
で
き
る
と
思
う
。
（
前
掲
の
書
の
第
二
八
七
頁
）
そ
れ
に
よ
る
と
夫
人
の
子
供
た
ち
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

か
の
女
は
二
人
の
男
子
と
五
人
の
女
子
と
を
生
ん
だ
。
長
男
は
レ
オ
ン
・
ポ
ン
ペ
・
グ
ン
ジ
ェ
ー
ヌ

(
L
e
o
n
-
P
o
m
p
e
e
d
、A
n
g
e
n
n
e
s
)

一
六
一
五
年
に
生
れ
、
ピ
ザ
ニ
侯
を
名
乗
っ
た
。
か
れ
は
ア
ン
ギ
ャ
ン
公
に
従
っ
て
出
陣
し
、

の
戦
い
で
戦
死
し
た
。
三
十
歳
で
あ
っ
た
。
ズ
キ
ュ
デ
リ
や
、
ゴ
ン
ボ
ー
や
、

で
あ
る
詩
人
た
ち
が
、
こ
の
英
雄
の
死
を
歎
き
、
称
え
て
い
る
。

次
男
は
一
六
二
四
年
に
生
れ
ヴ
ィ
ダ
ー
ム
・
ド
・
マ
ン
と
称
し
た
が
、
七
歳
の
と
合
ペ
ス
ト
で
死
ん
だ
。

冗
人
の
娘
の
う
ち
上
の
三
人
に
尼
仰
に
な
っ
た
。
二
人
は
相
次
い
で
イ
エ
ー
ル
尼
僧
院

(le
c
o
n
v
e
n
t
 d
'
H
i
e
r
e
s
)
の
院
長
に
な
っ
た
。

―
―
一
番
目
の
娘
は
ラ
ン
ス
の
サ
ン
テ
チ
ェ
ー
ヌ
僧
院
(
1
1

a
b
b
a
y
e
 d
e
 S
a
i
n
t
 ,
 
E
t
i
e
n
n
e
 d
e
 R
e
i
m
s
)
の
院
長
に
な
っ
た
。

で
ラ
ン
プ
イ
エ
邸
の
明
呈
と
な
っ
た
が
、
一
六
四
五
年
に
モ
ン
ト
ー
ジ
＝
公

(le
d
u
e
 d
e
 M
o
n
t
a
u
s
i
e
r
)
 

子
の
教
育
係
り
と
な
り
、

つ
い
で
皇
后
の
主
席
女
官

(la
p
r
e
m
i
e
r
e
 d
a
m
e
 d
'
h
o
n
n
e
u
r
 d
e
 la R
e
i
n
e
)
 

末
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
ク
・
ク
ラ
リ
ス
・
グ
ン
ジ
ェ
ー
ヌ

(
A
n
g
e
l
i
q
u
e
,
 
Clarisse 
d
'
A
n
g
r
n
n
e
s
)
 

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

ト
リ
ス
タ
ン
な
ど
、
ラ
ン
プ
イ
ェ
邸
の
常
連

と
な
っ
た
。

と

は
ジ
ュ
リ
ー
に
く
ら
べ
る
と
客
色
も
性
格
も

か
の
女
は
饂
に
つ
い

一
六
四
冗
年
に
ノ
ル
ト
リ
ン
ゲ
ン
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劣
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

か
の
女
は
一
六
五
八
年
に
グ
リ
＝
一
ャ
ン
伯
ア
デ
マ
ー
ル
・
ド
・
モ
ン
テ
イ
ユ

一
六
六
四
年
に
二
児
を
残
し
て
死
ん
だ
。
（
グ
リ
ニ
ャ
ン
伯
は
そ
の
後
セ
ヴ
ィ
ニ
ヱ
夫
人
の
女
フ
ラ
ン
ツ
ワ

ー
ズ
・
ド
・
セ
ヴ
ィ
ニ
ェ
と
鈷
婚
し
た
。
）

レ
デ
レ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
次
男
ヴ
ィ
ダ
ー
ム
・
ド
・
マ
ン
が
一
六
三
一
年
に
流
行
し
た
ペ
ス
ト
に
罹
つ
て
死
ん
だ
と
き
、

ラ
ン
プ
イ
エ
侯
夫

人
と
ジ
ュ
リ
ー
と
は
、
家
人
の
す
べ
て
が
感
染
を
恐
れ
て
逃
げ
去
っ
た
の
ち
も
病
床
を
は
な
れ
手
看
護
し
、
病
人
は
か
の
女
た
ち
の
腕
に
捻
か

れ
て
息
を
ひ
き
と
っ
た
。

モ
ン
ト
ー
ジ
ェ
伯
は
こ
の
詰
を
聞
き
知
つ
て
は
じ
め
て
ラ
ン
プ
イ
＝
侯
夫
人
と
ジ
ュ
リ
ー
と
を
知
り
た
い
と
願
う
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
と
言
う
。

(
R
8
derer. p. 8
0
.
)
 

ラ

ン

プ

イ

エ

侯

夫

人

の

ひ

と

と

な

リ

ラ
ン
プ
ィ
＝
侯
夫
人
の
ひ
と
と
な
り
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
婦
人
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

性
格
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
が
か
の
女
を
ほ
め
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
か
の
女
に
関
し
て
、
少
し
で
も
ひ
と
目
に
つ
く
生
涯
を

送
っ
た
人
物
に
つ
き
も
の
の
、
中
傷
と
か
悪
口
と
か
、
意
味
の
紛
ら
わ
し
い
言
葉
と
か
、
詳
微
な
諷
剌
と
か
、
そ
ん
な
も
の
を
探
し
て
み
た

が
、
数
世
代
に
わ
た
っ
て
、
実
感
の
こ
も
っ
た
賞
讃
の
合
奏
よ
り
ほ
か
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
か
っ
た
。
文
士
と
い
う
種
族
は
、
熱
狂
性

が
乏
し
く
、
他
人
の
愚
劣
さ
を
見
て
と
る
こ
と
に
巧
み
で
、
且
つ
は
や
く
、
外
部
の
人
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
す
る
こ
と
は
絶
え
て
な
く
、

d
e
 G
r
i
g
n
a
n
)
 
と
結
婚
し
た
が
、

ク
ー
ザ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
（
前
掲
の
書
の
第
六
章
）

と
い
う
の
は
、
か
の
女
に
接
し
た
人
た
ち
は
、
そ
の
持
諭
、
利
害
‘
[
階
級
、

(
A
d
h
e
m
a
r
 d
e
 M
o
n
t
e
i
l
,
 c
o
m
t
e
 

宝
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嬢
が
、

た
が
い
に
仲
間
同
志
で
傷
つ
け
あ
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、

よ
っ
た
の
か
、

(
T
a
l
l
e
m
a
n
t
 des R
e
a
u
x
)
を
さ
え
征
服
し
て
い
る
。
十
七
批
紀
の
漫
画
家
（
訳
註
、
比
喩
的
の
意
味
）
で
、
も
っ

と
も
低
俗
な
蔭
口
を
も
熱
心
に
探
し
、
喜
ん
で
掻
き
集
め
、
も
っ
と
も
純
潔
な
、
あ
る
い
は
も
っ
と
も
寛
容
に
あ
た
い
す
る
名
声
を
そ
れ
で

汚
し
、
少
し
で
も
ひ
と
の
弱
点
を
か
ぎ
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
下
卑
た
こ
と
や
不
潔
な
こ
と
を
想
像
す
る
あ
の
タ
ル
マ
ン
が
、
ど
ん
な
手
蔓
に

も
な
く
、
ー
ー
ヴ
ォ
ワ
テ
ュ
ー
ル

ラ
ン
プ
イ
ニ
邸
に
出
入
り
を
許
さ
れ
、
ー
ー
そ
れ
も
か
た
り
遅
く
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
ー
~
た
い
し
て
詫
め
ら
れ
た
わ
け
で

か
れ
の
名
が
出
た
こ
と
が
な
い
ー
ー
上
」
の
邸
の

常
連
の
す
べ
て
に
対
し
て
は
、
無
遠
慮
な
悪
口
を
言
っ
て
い
る
の
に
、
女
主
人
に
対
し
て
だ
け
は
そ
れ
を
せ
ず
、

な
人
物
と
し
て
は
い
じ
ら
し
い
ほ
ど
の
感
勤
を
こ
め
て
、
か
の
女
を
ほ
め
ち
ぎ
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
の
女
の
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
の
生
評
を
、
そ
の
夫
の
、
そ
の
子
息
や
令
嬢
の
、
そ
の
娘
聟
た
る
モ
ン
ト

1
ジ
ェ
の
、
そ
の
主
だ
っ
た
交
友
，

の
生
涯
を
語
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
、
ラ
ン
プ
イ
＝
邸
の
最
盛
期
の
常
連
の
一
人
で
、
好
意
と
感
闘
に
み
ち
て
い
た
ス
キ
ュ
デ
リ

は
、
か
れ
の
先
を
越
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
タ
ル
マ
ン
が
そ
の
備
忘
録
の
こ
の
部
分
を
書
い
た
の
は
一
六
五
七
年
の
こ
と
で

ス
キ
ュ
デ
リ
ー
嬢
の
『
ル
・
グ
ラ
ン
・
シ
lJ
ュ
ス
』
は
一
六
天
一
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
か
の

女
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
―
つ
の
点
に
つ
い
て
、
新
ら
し
い
資
料
を
わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ク
ー
ザ
ン
は
、

ラ
ン
プ
ィ
＝
侯
夫
人
の
肖
像
画
が
一
っ
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
、
同
時
代
の
人
が
一
人
と
し
て
夫
人
の
容
貌
を
詳
細
に
記

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

あ
る
が
、

タ
ル
マ
ン
に
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

の
女
は
タ
ル
マ
ン

(
V
i
n
c
e
n
t
 Voiture) 

五

か
の
女
は
実
際
か
れ
の
す
べ
て
の
讃
辞
を
く
り
か
え
し
た
、

の
手
紙
の
な
か
に
一
度
も
、

ラ
ン
プ
ィ
＝
侯
夫
人
に
関
す
る
阪
り
、
驚
く
ほ
ど
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か

い
や
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う

か
れ
は
特
別
の
心
づ
か
い
を
も
つ
て

と
言
う
よ
り
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が
た
い
長
敬
の
念
に
打
た
れ
、

ほ
か
の
ど
ん
な
場
所
に
い
た
と
き
よ
り
も
、

か
の
女
の
側
に

J

い
た
と
き
に
、

れ
ぬ
輝
き
は
か
の
女
を
視
る
ナ
ベ
て
の
人
の
魂
に
尊
敬
を
刻
み
つ
け
ま
す
。

秋
と
し
て
は
、

か
の
女
に
近
づ
く
た
び
ご
と
に
、

一
菰
言
い

い
あ
ら
わ
す
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

か
の
女
の
全
身
か
ら
感
じ
ら
れ
る
威
厳
は
讃
歎
に
あ
た
い
し
ま
す
。

か
の
女
の
眼
か
ら
出
る
言
い
知

ク
レ
オ
ミ
ー
ル
は
背
丈
が
高
く
、

ュ
デ
l
J
]
嬢
の
小
説
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。

で
い
る
貴
婦
人
は
、

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

な
の
で
す
。

れ
て
い
て
、

顔
色
の
徴
妙
な
こ
と
は
言

述
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
遺
撼
の
意
を
表
し
た
の
ち
、
か
れ
が
ア
ル
ス
ナ
ル
図
書
餌
で
発
見
し
た
『
ル
・
グ
ラ
ン
・
シ
リ
ュ
ス
』
の
未
発

(
T
y
r
)
 
!
2
住
ん

ロ
ー
マ
に
生
れ
て
パ
リ
に
住
ん
で
い
る
ラ
ン
プ
イ
ニ
侯
夫
人
そ
の
人
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
め
た
う
え
、

に
は
い
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
白
状
し
ま
す
。
そ
れ
に
、
ク
レ
オ
ミ
ー
ル
の
限
は
じ
つ
に
美
し
く
て
、
誰
も
そ
れ
を
よ
く
言
い
あ
ら
わ
し
た
も

と
い
う
の
は
、
愛
情
を
感
じ
さ
せ
る
に
し
て
も
、

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
は
讃
歎
の
情
を
起
さ
せ
て
も
、
ほ
か
の
美
し
い
眼
が
ひ
と
の
心
に
起
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
を
起
さ
せ
な
い
限

か
な
ら
ず
同
時
に
恐
れ
と
尊
敬
と
を
い
だ
か
せ
、
情
槃
を
か
き
た
て
ら
れ
た

心
を
清
ら
か
に
し
て
し
ま
う
特
別
の
力
を
も
つ
て
い
た
か
ら
で
す
。
か
の
女
の
限
の
輝
き
と
優
し
さ
の
な
か
に
は
、
多
分
の
談
讀
さ
が
合
ま

か
の
女
を
見
る
人
に
そ
れ
が
伝
わ
る
の
で
、

自
分
自
身
の
こ
と
を
考
え
ず

ク
レ
オ
ミ
ー
ル
の
ま
え
で
邪
念
を
い
だ
く
よ
う
な
大
胆
不
敵
な
男
性
な
ん
か
決
し

て
い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
か
の
女
の
顔
は
私
が
い
ま
ま
で
見
た
も
っ
と
も
、
美
し
い
、
も
っ
と
も
気
高
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
か
の

女
の
顔
に
は
平
静
さ
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
魂
が
ど
ん
な
に
平
静
で
あ
る
か
を
、
あ
き
ら
か
に
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
か

表
の
『
人
物
手
引
含
』
(

l

a

clef) 

美
し
い
姿
を
し
て
い
ま
す
。
顔
の
論
国
は
す
べ
て
す
ば
ら
し
い
の
で
す
。

に
よ
っ
て
、

ク
レ
オ
ミ
ー
ル
(
C
l
e
o
m
i
r
e
)

と
呼
ば
れ
る
ア
テ
ネ
に
生
れ
て
テ
ィ
ー
ル

五
四

ス
キ
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五
五

ス
グ
レ
ー
(
S
e
g
r
a
i
s
)

の
女
の
一
切
の
情
念
は
理
性
に
従
わ
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
心
の
な
か
で
ひ
そ
か
な
戦
い
な
ど
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
。
実
際

か
の
女
の
頬
に
見
ら
れ
る
赤
味
が
そ
の
限
度
を
こ
え
て
、
頻
全
体
に
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。
夏
の
暑
さ
の
た
め

と
か
、
羞
趾
の
た
め
と
か
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
決
し
て
怒
り
の
た
め
や
、
魂
の
困
惑
の
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
ク
レ
オ
ミ
ー
ル

は
い
つ
も
変
ら
ず
平
静
な
の
で
、
い
つ
も
変
ら
ず
美
し
い
の
で
す
。
要
す
る
に
、

せ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
具
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
ク
＞
オ
ミ
ー
ル
で
代
表
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
栄
光
」
を
す
べ
て
の

人
に
愛
さ
せ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
具
現
し
た
い
な
ら
ば
、
や
は
り
私
は
か
の
女
の
肖
像
を
描
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
「
徳
性
」
を
具
硯

レ
デ
レ
ー
ル
は
『
フ
ラ
ン
て
に
於
け
る
社
交
界
』
の
中
で
、
侯
夫
人
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
饗
い
て
い
る
（
四
五
頁
以
下
）
。

か
の
女
の
生
活
は
ま
っ
た
く
引
籠
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
か
の
女
の
平
常
の
楽
し
み
は
、
ひ
と
り
の
と
き
は
、
素
描
を
し
た
り
、
油
絵
を
か

く
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
有
名
な
版
画
家
で
あ
っ
た
カ
ロ
ー

(
C
a
l
l
o
t
)

の
中
で
、
か
の
女
の
デ
ヅ
サ
ン
の
才
能
を
祝
福
し
て
い
る
。
客
と
と
も
に
い
る
と
き
の
か
の
女
の
楽
し
み
は
会
話
で
あ
っ
た
。
平
常
の
楽
し

み
の
ほ
か
で
は
、
観
劇
を
好
ん
だ
，
そ
の
頃
は
芝
居
は
毎
日
は
無
か
っ
た
し
、
芝
居
の
あ
る
日
は
必
ず
見
に
ゆ
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
つ

た
。
（
中
略
）

メ
ナ
ー
ジ
ュ

(
M
e
n
a
g
e
)
 

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

ば
ラ
ン
プ
イ
ェ
侯
夫
人
に
つ
い
て
は
、

し
た
い
な
ら
ば
、
や
は
り
か
の
女
を
代
表
と
し
ま
す
。

の
名
を
借
り
て
、

ヴ
ォ
ワ
テ
ュ
ー
ル
が
か
の
女
に
饗
い
た
手
紙

い
つ
で
も
尊
敬
を
も
つ
て
語
っ
て
い
る
。
「
感
歎
す
べ
き

女
性
で
あ
っ
た
」
と
か
れ
は
言
っ
て
い
る
。
ヴ
ォ
ワ
テ
ュ
ー
ル
は
「
神
々
し
い
女
性
」
と
か
の
女
を
呼
ん
で
い
る
。

「
貞
潔
」
と
い
う
も
の
を
地
上
の
す
べ
て
の
人
に
渇
仰
さ
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は
少
し
お
く
れ
て
か
の
女
を
知
っ
た
の
だ
が
、

ラ
ン
ブ
イ
ェ
侯
夫
人
の
サ
ロ
ン

こ
ん
な
風
に
か
の
女
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
「
か
の
女
は
慈
悲
ぶ
か
く
、
愛
想
が
〗
よ
か
つ

た
。
そ
し
て
か
の
女
は
ま
つ
す
ぐ
な
、
正
し
い
精
神
を
も
つ
て
い
た
。
か
の
女
の
以
前
に
あ
っ
た
い
ま
わ
し
い
習
慣
を
矯
正
し
た
の
は
か
の

女
で
あ
る
。

か
の
女
は
親
し
く
交
際
し
た
同
時
代
の
人
た
ち
に
礼
節
(

l

a

politesse)
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
か
の
女
は
ま
た
炭
切
で
、

す
べ
て
の
人
に
恩
恵
を
ほ
ど
こ
し
た
。
」

五
六

（
未
完
）
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